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チスジノリ新知見｡第Ⅱ報

理学博士岡‘田 喜 一

AContributiontoourKnowledgeofT〃０７'“Ｏﾙα“fYAMADA・’1．

ＹｏｓｈｉｋａｚｕＯＫＡＤＡ，Ｄ・Ｓｃ．

著者は蕊にチスジノリ（T〃〃”Ｏﾙα"”YAMADA）に就て従来未知の事項を一括し

て「チスジノリ新知見．第一報」として報告した*が，之に引続き共後に得たる新知識を

こムに報告する。

１）チスジノリの水分及びＣａの定量

チスジノリの発生は温泉と密接な関係在有する事は第一報に明らかにした。即ち，主と

して水温と水質，特にＣａの含有量に影響される事を指摘したが，鮒一報にはチニスジノリ

の藻休のＣａ含有量を報告す墨に至らず，たぜ該藻の自生地の河水に薪量のＣａを含有す

る事逓明らかにしたに止まったが，若し此藻休自体にも著量のＣａを検出し得られたなら

ばＣａがチスジノリの重要な生活制限要素となるものと予測し得ると考え，弟一報に引続

いて此点に就て追求した結果を纏めて報告する。

尚，分析に就ては鹿児島大学水産学部堀口吉重学士を煩はした。同氏に対し深く感謝の

意を表する。

〔材料〕鹿児島嬬伊佐郡湯之尾iH泉附･近康

〔搾集時期〕昭和25年３月12日

〔水分の定量〕Ｓａｍp17.3928ｇｒ・を秤量瓶中に入れ，100｡～ｎＯｏＣのair-bath中に

５時間乾燥し，之をデシケークー中に入れて冷却後秤量し，恒量になるまで繰返し，ｄｒｙ

matter0.9599gr・を得た。依て本藻の水分％は１００－(0.9599gr÷7.3928×100）

＝87.027％なる結果産得た。

〔Ａｓｈの定量〕新鮮なるチスジノリのsample2a0398gr・をとり電気嘘にて次化恒量

としＡｓｈ0.3555gr・を得た。即ち，新鮮材料に対するＡｓｈの％は1.267％となり，乾

燥材料中のＡｓｈの％は材料3.637ｇｒ、に対し，Ａｓｈは9.77％となる。

〔Ｃａの定量〕上記のＡｓｈを採り之を次の処理に依てＣａの定量を測定した。

ＡｓｈをｄｉｌＨｃｌで良く洗准，猫過し，この穂液にＮＨ４０Ｈを加へ，alkali性にす｡此際

水酸化物の沈澱を生ず,之に氷酷駿を加へて熱し,淵(頂Ｈ;)ｚＣＰ４を加へる。此I際Ｃａだけ

詫植物研究雑誌Ｖｏｌ２５.ｎｏ,７，ｐ､145～147.1950.
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はCaC204となり沈澱す(Ｍｇは存在せず)。之を再び猫過し,蒸溜水で良く洗喉し,過剰の

(ＮＨ４)2C204を除く。蒸溜水で猫紙上の沈澱(CaC20,）を洗ひとりビーカーに移し，３０cC

HLSO4(3Ｎノを加へてＣａＣ２Ｏ４を溶かす。此溶液を熱し60｡～70.Ｃとし，頂/100ＫＭｎＯ４

で滴定，赤色を呈する迄，滴下す。即ち，ＣａＣ』０，＋Ｈ２ＳＯ４＝Ｈ２Ｃ』０４＋CaSO4

5H2C204＋2KMnO4＋3H2SO4=Ｋ２ＳＱ,+2MnSO4＋１０CO2＋8Ｈ２０

Ｎ/100ＫＭｎＯ４１ｃｃはＣａの0.2004ｍｇに相当する。以上.の操作の結果，ＫＭｎＯ４溶

液179.25ｃｃを要せり（blanktestに要したＫＭｎＯ』溶液は０．８cc)。故に賃に必要なる

KMnO4溶液は178.45ｃｃと意る。故にCa量は25.39ｍｇ・となる。

依てＣａのＡｓｈに対する％は7.39％となり，固形物に対する％は0.81％なる結果を得た。

以上の結果，チスジノリは藻休自体に於ても自生地の水質からも比較的等量のＣａが検

出され，之が該藻の生育に水温と共に不可欠の重要要素の一であり之が分布区域を左右す

る原因となるものと考えられる。

尚，このチスジノリ（Ｔ〃〃ｇａＯﾙα‘αfYAMADA）に近似する琉球沖細島蔵のリユウ

キウスジノリ(Ｔ〃oγ“Ｇα”ん〃α"”ＡＧ.）の場合に於ては該地域が沖細珊瑚礁より成り

Caの含量が多い事は該地の河水中に著量のＣａ左有する事*に依ても明らかであり，叉，中

華民国娘子関に崖する近縁種Ｔ"goγgαγα"'ojss""αＢｏＲＹの場合も該地がＣａの含量の

多い点から見ても何れもチスジノリ属(Tﾙ””）は自生地に考量のＣａを含有する事が水

質的には生育上不可欠の緊要な要素と芯るものと云えると考える。

２〕第三新産地報告．
アイガラ

第一報に於て著者は該藻の新産地を力合良郡新川漢谷妙見淵泉前に於て発見した事を報告
セン次．，

したが，更に最近，其第三新康地を鹿児島聯学校指導課主事川村純二氏に依て川内川中流
，ｺウシゲタ

の薩摩郡鶴田村而申子，下田温泉附近にも自生する事を本年６月発見せられた。
セ./炭イ

従ってチスジノリの産地は目下の所，伊佐郡湯之尾温泉，薩摩郡下旺l温泉（以上，川内

川流域）及び姶良郡妙見温泉（新川流域）の二河川の流域にある三温泉地帯に産する事を

知り得た。

３）妙見浬泉地帯の近況

チスジノリの第二新産地として第一報に報知した区域に就て本年５月調在した結果，分

布区域は第一報に報じた区間よりも下流は更に約20米位までに及び生育状態は非常によく

鮎釣師は此藻が余りに繁殖したので，釣りの邪魔をなして肘ると稲して居る程，多量に自

生して居る事を知り得た。本年度は第一産地の自生状態は甚だ貧弱で，もしとのまムの推

器岡田喜一言スガーと其樋吻相に就て.植_研.ＶＯＬ15,ｎｏ､1,ｐ-52.1929.
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移に任すならば或は絶滅するのではないかと相愛せられるのに対して第二産地に於ては意

外に豊富芯発生を見られる状態にある。術，この第二産地のものは第一産地のものに比し

て藻休の長さは概して短かい傾向がある。

（1950年９月20日記）

Ｒ６ｓｕｍｅ
Ｐ

１）ThequantitativeanalysisofT加γ”ＯＡ“αjonitsmoistureandCa;has

clarifiedthepercentagesofthecontextureinsuchratioasfollows3

Thepercentageofmoistureis87.027％；ｔｈａｔｏｆａｓｈｔｏｆｒｅｓｈｍａｔｅｒｉａｌｉｓ

ｌ､２６７；indriedmaterials，ｔｈａｔｏｆａｓｈｔｏ３,６３７９r･materialｉｓ９．７７；ｔｈａｔｏｆ

Ｃａｔｏａｓｈａｎｄｔｏｓｏｌidsubstanceis7､３９ａｎｄ０．８１respectively・

Theresultsobtainedfromthebothreports（thefirstreportprintedinJourn・

Japan､Bot・Vol。25,No.７，pp、145-147.1950）enabldustoaffirmtheessentiality

ofthepresenceofCaaswellasthatofmoderatetemperature（hotspring）for

itsgrowthanddistribution、

２ノAuthorreportedthevalleyamongtheGetahot-springatK6shi，

TsurutavillageinSatumaprovinceａｓｔｈｅｔｈｉｒｄｎｅｗｌｏｃａｌｉｔｙｏｆｔｈｉｓａｌｇae、

３）Ithasbeenbroughtunderauthor，snoticethatthevigorousgrowth
a

andwidedistributionofthisqlgaewithinthevalleyofMy6kenhot-spring

atShinkawa，thesecondnewlocality，hascutaremarkablecontrastwith

thenoticeablewitheringanddecayingtendencyatHishikariho催spring

alongtheSendairiver，thefirstlocality。


